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長
野
県
諏
訪
市
を
代
表
す
る
観
光
資
源
と
し
て
、諏
訪
湖
、

上
諏
訪
温
泉
、
そ
し
て
霧
ヶ
峰
高
原
が
あ
る
。
そ
の
霧
ヶ
峰

高
原
の
「
霧
ヶ
峰
自
然
保
護
セ
ン
タ
ー
」
が
昨
年
４
月
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
。
セ
ン
タ
ー
機
能
の
強
化
、
景

観
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
な
ど
、

高
原
の
活
動
拠
点
と
し
て
の
役
割
に
大
き
な
期
待
が
集
ま

る
。金
子
ゆ
か
り
市
長
、佐
久
秀
幸
・
諏
訪
観
光
協
会
会
長
、

宮
原
渉
・
長
野
県
諏
訪
地
域
振
興
局
長
に
お
集
ま
り
い
た
だ

き
、
セ
ン
タ
ー
へ
の
期
待
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発

目
標
）
へ
の
取
り
組
み
な
ど
を
聞
い
た
。
司
会
は
論
説
委
員

の
内
井
高
弘
。
（
市
庁
舎
で
）

展
示
室
（
上
）
と
シ
ヤ
チ
ハ
タ
ス
タ
ン
プ
（
イ
メ
ー
ジ
）

センター全景

マ
イ
ボ
ト
ル
を
持
つ
金
子
市
長

（
左
）

霧
ヶ
峰
自
然
保
護
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
給
水

ス
ポ
ッ
ト

　
諏
訪
市
で
は
マ
イ
ボ
ト
ル
を
持
参

す
れ
ば
誰
で
も
使
え
る
給
水
ス
ポ
ッ

ト
を
諏
訪
市
役
所
、
駅
前
交
流
テ
ラ

ス
す
わ
っ
チ
ャ
オ
、
諏
訪
市
観
光
案

内
所
、
そ
し
て
、
霧
ヶ
峰
自
然
保
護

セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
て
い
る
（
２
月

末
時
点
）
。
こ
れ
は
諏
訪
市
と
ウ
ォ

ー
タ
ー
ス
タ
ン
ド
株
式
会
社
に
よ
る

「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
削
減
と
脱
炭

素
社
会
実
現
に
係
る
連
携
協
定
」
の

一
環
で
、
市
民
・
観
光
客
向
け
の
サ

ー
ビ
ス
で
は
な
く
意
識
醸
成
の
た
め

の
取
り
組
み
。

　
地
球
規
模
の
環
境
問
題
と
し
て
海

洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
そ
し
て
地
球
温

暖
化
が
あ
る
。
適
正
に
処
分
さ
れ
な

い
多
く
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
が
海

に
流
れ
込
み
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が

生
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
多
く
の
飲

み
物
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
封
入
さ
れ

て
い
た
り
、
使
い
捨
て
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
カ
ッ
プ
で
提
供
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
製
品
を
製
造
す
る
過
程
で
多

く
の
Ｃ
Ｏ

が
排
出
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
ん
な
中
、
諏
訪
市
で
は
昨
年
３

月
に
市
民
、
事
業
者
、
行
政
が
力
を

合
わ
せ
て
脱
炭
素
社
会
実
現
に
向
け

た
取
り
組
み
を
行
う
決
意
を
「
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
」
と
し
て
表

明
。
こ
の
宣
言
に
お
い
て
示
し
た
四

つ
の
取
り
組
み
に
は
、
「
脱
炭
素
社

会
実
現
に
向
け
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

変
革
」
や
「
循
環
型
社
会
実
現
に
向

け
た
活
動
」
が
含
ま
れ
て
お
り
、
貴

重
な
自
然
環
境
を
有
す
る
高
原
湖
畔

都
市
諏
訪
市
か
ら
、
地
球
規
模
の
環

境
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
給
水
ス
ポ
ッ
ト
の
設
置
～
マ
イ
ボ

ト
ル
活
動
の
推
進
に
よ
り
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
ボ
ト
ル
や
カ
ッ
プ
の
利
用

を
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
Ｃ
Ｏ

排
出

量
削
減
に
つ
な
が
る
と
同
時
に
、
環

境
意
識
が
向
上
し
ご
み
の
分
別
促
進

や
ポ
イ
捨
て
減
少
に
よ
っ
て
海
洋
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
の
発
生
抑
制
が
期
待
さ

れ
る
。
市
民
、
事
業
者
、
行
政
、
そ

し
て
訪
れ
る
観
光
客
や
ビ
ジ
ネ
ス

客
、
全
て
の
関
係
者
の
意
識
が
向
上

す
る
こ
と
で
、
諏
訪
市
の
貴
重
な
自

然
環
境
を
未
来
に
残
す
こ
と
が
で
き

る
。

　
観
光
で
諏
訪
市
を
訪

れ
る
人
は
ぜ
ひ
マ
イ
ボ

ト
ル
を
持
参
し
、
諏
訪

市
の
お
い
し
い
水
を
飲

み
な
が
ら
「
環
境
に
や

さ
し
い
旅
行
」
を
楽
し

ん
で
も
ら
い
た
い
も
の

だ
。

　
―
―
車
山
（
１
９
２
５
㍍
）
を
中

心
と
し
た
、
標
高
１
５
０
０
㍍
ほ
ど

の
霧
ヶ
峰
は
景
観
の
美
し
い
高
原
で

す
ね
。

　
金
子
　
諏
訪
湖
と
と
も
に
天
与
の

恵
み
で
あ
り
、
ブ
ラ
ン
ド
力
の
あ
る

自
然
資
源
で
す
。
さ
わ
や
か
な
風
を

感
じ
ら
れ
る
草
原
の
景
観
が
多
く
の

人
を
魅
了
し
、
観
光
振
興
の
面
で
も

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
霧
ヶ
峰
自
然
保
護
セ
ン
タ
ー
は
そ

の
中
核
施
設
で
あ
り
、
昨
年
の
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
で
機
能
が
一
段
と
ア
ッ

プ
。
湿
原
や
動
植
物
な
ど
の
素
晴
ら

し
さ
を
伝
え
る
重
要
な
施
設
に
な
り

ま
し
た
。
見
や
す
く
、
分
か
り
や
す

く
な
り
、
学
ぶ
場
と
し
て
も
最
適
な

施
設
で
す
。

　
―
―
セ
ン
タ
ー
の
役
割
は
何
で
し

ょ
う
か
。

　
宮
原
　
セ
ン
タ
ー
は
、
１
９
７
３

年
の
開
設
以
来
、半
世
紀
に
わ
た
り
、

霧
ヶ
峰
高
原
の
自
然
に
対
す
る
理
解

を
深
め
る
学
習
の
場
と
し
て
、
ま
た

環
境
保
全
活
動
の
拠
点
と
し
て
役
割

を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。
昨
年
４
月


日
に
、
霧
ヶ
峰
の
保
護
と
利
用
の

好
循
環
を
生
み
出
す
べ
く
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
、
展
示
の
工
夫
や

交
流
ス
ペ
ー
ス
の
刷
新
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
新
た
に
設
け
た
眺
望
テ

ラ
ス
や
展
望
デ
ッ
キ
で
は
、
眺
望
を

楽
し
み
な
が
ら
休
憩
で
き
、
そ
の
後

フ
ィ
ー
ル
ド
に
飛
び
出
し
、
霧
ヶ
峰

の
魅
力
を
実
感
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
工
夫
し
て
い
ま
す
。

　
霧
ヶ
峰
は
自
然
だ
け
で
な
く
、
歴

史
的
に
も
価
値
が
あ
り
、
踊
場
湿
原

近
く
の
「
ジ
ャ
コ
ッ
パ
ラ
遺
跡
」
や

「
池
の
く
る
み
遺
跡
」
な
ど
３
万
年

か
ら
１
万
年
前
の
旧
石
器
時
代
の
遺

跡
が
点
在
し
て
い
ま
す
。
セ
ン
タ
ー

見
学
を
通
し
て
こ
れ
ら
歴
史
・
文
化

を
学
べ
る
環
境
も
整
え
ま
し
た
。
ま

た
、
２
０
５
０
年
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の

実
現
を
目
指
す
「
長
野
県
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
戦
略
」
に
基
づ
き
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
の
採
用
な
ど
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
や
省
エ
ネ
化
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
―
―
観
光
協
会
が
指
定
管
理
者
で

す
ね
。

　
佐
久
　
施
設
が
古
く
、
県
か
ら
指

定
管
理
の
話
が
あ
っ
た
時
は
受
け
る

の
に
正
直
ち
ゅ
う
ち
ょ
し
ま
し
た

（
笑
い
）
。
し
か
し
、
霧
ヶ
峰
は
諏

訪
湖
、
上
諏
訪
温
泉
と
と
も
に
地
域

の
宝
で
あ
り
、
そ
の
自
然
や
歴
史
・

文
化
を
知
っ
て
も
ら
う
の
は
協
会
の

務
め
で
も
あ
る
と
し
て
引
き
受
け
る

こ
と
に
し
た
。
幸
い
１
億
７
千
万
円

を
投
じ
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
、
素

晴
ら
し
い
施
設
に
な
り
ま
し
た
。

　
セ
ン
タ
ー
は
①
霧
ヶ
峰
の
総
合
イ

ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
拠
点
②
草
原

や
湿
原
、
人
と
自
然
と
の
関
わ
り
を

学
び
体
験
す
る
場
③
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
や
草
原
再
生
な
ど
の
活
動
・
体
験

拠
点
―
と
な
り
ま
す
。

　
―
―
霧
ヶ
峰
の
魅
力
を
改
め
て
う

か
が
い
た
い
。

　
金
子
　
霧
ヶ
峰
の
高
層
湿
原
は
学

術
的
に
も
大
変
貴
重
で
、八
島
ヶ
原
、

車
山
、
踊
場
の
３
湿
原
を
併
せ
、
国

の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
わ
が
国
有
数
の
古
さ
を
誇
る
湿

原
で
あ
り
、
そ
の
価
値
を
実
際
に
足

を
運
ん
で
感
じ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

ま
た
、
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
や
ヤ
ナ
ギ

ラ
ン
、
マ
ツ
ム
シ
ソ
ウ
な
ど
高
山
植

物
の
宝
庫
で
す
。

　
景
観
の
保
全
・
維
持
の
た
め
、
外

来
種
の
除
去
や
森
林
化
を
防
ぐ
た
め

の
作
業
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
多
く

の
人
の
手
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い

ま
す
。
セ
ン
タ
ー
に
行
け
ば
霧
ヶ
峰

を
も
っ
と
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
―
―
２
次
草
原
で
、
人
間
が
造
り

出
し
た
草
原
な
ん
で
す
ね
。

　
宮
原
　
は
い
、
周
辺
集
落
の
人
々

の
採
草
に
よ
り
維
持
さ
れ
て
き
た
半

自
然
草
原
で
す
。
現
在
は
、
霧
ヶ
峰

自
然
環
境
保
全
協
議
会
（
会
員
・


団
体
）
を
中
心
に
、
地
権
者
、
関
係

団
体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
協
働
に

よ
る
外
来
種
駆
除
作
業
、鹿
柵
設
置
、

ガ
イ
ド
養
成
、
遊
歩
道
・
湿
原
管
理

を
地
域
ぐ
る
み
で
行
っ
て
お
り
、
１

０
０
年
後
に
ま
で
こ
の
景
観
を
残
す

の
が
協
議
会
の
役
目
で
す
。

　
佐
久
　
霧
ヶ
峰
と
い
え
ば
ニ
ッ
コ

ウ
キ
ス
ゲ
で
す
が
、
若
い
こ
ろ
に
訪

れ
た
時
、
草
原
が
真
っ
黄
色
に
染
ま

っ
た
光
景
を
み
て
感
動
し
た
の
を
覚

え
て
い
ま
す
。
鹿
の
食
害
で
ま
ば
ら

に
な
っ
た
が
、
鹿
柵
の
設
置
な
ど
で

徐
々
に
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
ね
。

　
―
―
と
こ
ろ
で
、
セ
ン
タ
ー
の
来

館
者
数
は
。

　
佐
久
　
コ
ロ
ナ
禍
で
減
少
傾
向
に

あ
っ
た
が
、

年
の
年
間
累
計
来
館

者
数
は
１
万
４
２
１
０
人
と
な
り
、

コ
ロ
ナ
前
の

年
比
で
は
１
１
０
％

の
実
績
を
残
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
は
ス
タ
ッ
フ
（
３
人
）
の

努
力
の
賜
物
で
す
。

　
来
館
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

は
、

％
の
人
か
ら
満
足
以
上
の
回

答
を
い
た
だ
い
て
い
る
。ち
な
み
に
、

来
館
者
は
関
東
エ
リ
ア
が
４
割
、
県

内
が
３
割
で
す
。
ま
た
、
７
割
は
初

め
て
来
館
し
た
と
い
う
。
宿
泊
を
伴

う
人
は
５
割
を
超
え
て
い
ま
す
。
年

齢
層
は

代
以
上
が
８
割
を
占
め
て

い
ま
す
。

　
―
―
セ
ン
タ
ー
を
見
学
し
た
際
、

給
水
ス
ポ
ッ
ト
（
ウ
オ
ー
タ
ー
サ
ー

バ
ー
）
が
あ
り
ま
し
た
。
来
館
者
に

喜
ば
れ
て
い
る
よ
う
で
す
ね
。

　
金
子
　
市
は
昨
年
３
月
、
「
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
」
を
行
い
、

２
０
５
０
年
ま
で
に
市
の
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
量
を
実
質
ゼ
ロ
と
す
る
目

標
を
掲
げ
ま
し
た
。
美
し
い
自
然
に

恵
ま
れ
た
こ
の
土
地
で
、
脱
炭
素
社

会
、
循
環
型
社
会
を
市
民
の
皆
さ
ん

と
と
も
に
実
現
し
た
い
と
い
う
思
い

か
ら
、
そ
の
一
つ
と
し
て
給
水
ス
ポ

ッ
ト
を
設
置
し
ま
し
た
。
現
在
、
セ

ン
タ
ー
の
ほ
か
、
市
役
所
本
庁
舎
や

駅
前
交
流
テ
ラ
ス
す
わ
っ
チ
ャ
オ
、

Ｊ
Ｒ
上
諏
訪
駅
内
の
観
光
案
内
所
に

あ
り
ま
す
。

　
マ
イ
ボ
ト
ル
を
お
持
ち
い
た
だ
け

れ
ば
ど
な
た
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

マ
イ
ボ
ト
ル
の
普
及
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ご
み
の
削
減
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
推

進
に
つ
な
が
れ
ば
う
れ
し
い
で
す

ね
。

　
ま
た
、
昨
年
４
月
か
ら
市
役
所
で

使
用
す
る
電
気
を
全
て
実
質
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
１
０
０
％
に
切
り
替

え
、
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ

）
の
大

幅
削
減
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
―
―
霧
ヶ
峰
高
原
は
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
推
進
に
適
し
て
い
ま
す
ね
。

　
宮
原
　
霧
ヶ
峰
に
は
、
美
し
い
自

然
環
境
と
と
も
に
、
旧
石
器
時
代
や

縄
文
時
代
か
ら
脈
々
と
続
く
歴
史
が

あ
り
ま
す
。ま
た
、諏
訪
地
域
に
は
、

古
代
か
ら
続
く
諏
訪
信
仰
や
味
噌

み

そ

・

寒
天
な
ど
伝
統
的
な
食
文
化
も
あ

り
、
自
然
と
歴
史
・
文
化
を
地
域
一

帯
で
大
事
に
し
て
い
る
地
域
で
す
。

で
す
か
ら
持
続
可
能
な
観
光
や
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
最
適
な
地
域
だ
と
思

い
ま
す
。

　
佐
久
　
霧
ヶ
峰
高
原
を
持
続
可
能

な
自
然
公
園
と
し
て
維
持
す
る
に
は

保
護
だ
け
で
な
く
、
観
光
の
力
も
借

り
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
重

要
。
す
で
に
協
会
員
が
ガ
イ
ド
ツ
ア

ー
や
星
空
観
察
な
ど
の
取
り
組
み
を

始
め
て
い
る
の
で
、
今
後
は
連
携
も

必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
長
年
実
施
し
て
い
る
草
刈

り
や
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
の
植
え
付
け

作
業
な
ど
の
自
然
保
護
活
動
を
組
み

込
ん
だ
体
験
型
ツ
ア
ー
や
、
定
期
的

に
開
催
す
る
専
門
家
（
ガ
イ
ド
）
と

歩
く
霧
ヶ
峰
ツ
ア
ー
な
ど
、
協
会
と

し
て
は
今
後
検
討
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
で
し
ょ
う
。

　
―
―
素
晴
ら
し
い
景
観
を
損
な
う

の
が
廃
屋
の
問
題
で
す
。

　
金
子
　
高
原
の
玄
関
口
で
あ
り
、

ス
キ
ー
場
も
あ
る
強
清
水
（
こ
わ
し

み
ず
）
地
区
に
廃
屋
旅
館
が
あ
り
、


年
余
り
も
放
置
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
ま
さ
に
喉
に
刺
さ
っ
た
ト
ゲ
で

す
。
撤
去
に
際
し
て
は
膨
大
な
費
用

が
か
か
り
、
所
有
者
不
在
と
は
い
え

個
人
の
建
物
解
体
に
税
金
を
投
入
す

る
こ
と
に
さ
ま
ざ
ま
意
見
も
あ
り
、

対
応
に
苦
慮
し
て
い
ま
し
た
。

　
公
費
の
み
で
な
く
、
ク
ラ
ウ
ド
フ

ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
呼
び
掛
け
た
と
こ

ろ
、
多
く
の
賛
同
を
い
た
だ
き
、
目

標
額
を
達
成
。
無
事
撤
去
で
き
ま
し

た
。
廃
屋
対
策
に
一
石
を
投
じ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
―
―
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
も
戻
り
つ
つ

あ
り
ま
す
が
。

　
佐
久
　
協
会
で
は

年
度
以
降
の

３
カ
年
中
期
事
業
計
画
の
策
定
に
着

手
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
対
策
も
重
要
と
捉
え
て
い
る
。

セ
ン
タ
ー
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
合
わ

せ
、館
内
の
展
示
パ
ネ
ル
も
一
新
し
、

英
語
を
併
記
し
ま
し
た
。

　
た
だ
、
受
け
入
れ
に
つ
い
て
は
セ

ン
タ
ー
単
体
で
は
限
界
も
あ
り
、市
、

県
に
協
力
を
仰
ぎ
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
強
化
を
図
る
。
可
能
で
あ
れ
ば
環

境
省
や
観
光
庁
な
ど
の
事
業
に
申
請

し
、受
け
入
れ
環
境
も
整
備
し
た
い
。

　
宮
原
　
諏
訪
地
域
は
、
欧
米
を
中

心
に
世
界
中
で
人
気
が
広
が
り
を
見

せ
て
い
る
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
と
、

文
化
交
流
、
カ
ヤ
ッ
ク
や
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
な
ど
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
か

け
あ
わ
せ
た
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ト
ラ

ベ
ル
を
提
供
で
き
る
多
様
な
魅
力
あ

ふ
れ
る
エ
リ
ア
で
す
。
地
方
誘
客
の

強
い
手
立
て
と
な
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
・
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ト

ラ
ベ
ル
、
そ
し
て
、
高
付
加
価
値
旅

行
へ
の
取
り
組
み
を
関
係
者
と
連
携

・
協
力
し
て
促
進
し
、
地
域
一
体
と

な
り
諏
訪
地
域
の
発
展
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
―
―
霧
ヶ
峰
高
原
を
活
性
化
す
る

た
め
の
「
Ｋ
Ｒ
Ｔ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
は
。

　
金
子
　
霧
ヶ
峰
の
Ｋ
、
リ
ボ
ー
ン

の
Ｒ
、
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
の
Ｔ
を
意

味
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
か
ら
提
言
を

い
た
だ
く
場
で
す
。
実
行
に
移
せ
る

ア
イ
デ
ア
は
民
間
主
導
、
官
民
連
携

で
取
り
組
み
ま
す
。

　
新
し
い
動
き
も
で
て
お
り
、
最
近

で
は
２
月
に
冬
の
ド
ッ
グ
ス
ポ
ー
ツ

を
楽
し
む
「
新
犬
ぞ
り
物
語
」
が
霧

ヶ
峰
高
原
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
霧

ヶ
峰
は
長
年
、
警
察
犬
の
訓
練
犬
の

審
査
会
が
開
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
を

機
に
「
犬
の
聖
地
」
と
し
て
も
ア
ピ

ー
ル
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
―
―
セ
ン
タ
ー
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

の
成
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
宮
原
　
積
極
的
な
情
報
発
信
を
行

い
、
セ
ン
タ
ー
機
能
の
充
実
と
と
も

に
、
霧
ヶ
峰
の
素
晴
ら
し
さ
を
多
く

の
人
に
伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
佐
久
　
受
け
入
れ
態
勢
を
整
え
、

お
も
て
な
し
の
心
で
お
迎
え
す
る
。

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
も
刷
新
し
４
月
の
開

館
前
に
宿
泊
施
設
に
配
布
、
宿
泊
客

の
「
旅
ナ
カ
」
で
の
目
的
地
選
定
に

つ
な
が
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

　
金
子
　
最
後
に
、
霧
ヶ
峰
は
グ
ラ

イ
ダ
ー
発
祥
の
地
で
も
あ
り
ま
す
。

強
い
上
昇
気
流
が
発
生
す
る
た
め
、

長
時
間
・
長
距
離
の
飛
行
が
可
能
で
、

霧
ヶ
峰
の
フ
ァ
ン
に
ぜ
ひ
体
験
し
て

ほ
し
い
で
す
。

　
霧
ヶ
峰
自
然
保
護
セ
ン
タ
ー
は
、

１
９
７
３
年
に
長
野
県
立
の
自
然
保

護
セ
ン
タ
ー
と
し
て
開
館
。
館
内
で

は
、
霧
ヶ
峰
で
み
ら
れ
る
動
植
物
、

地
質
や
歴
史
な
ど
に
つ
い
て
実
物
展

示
や
写
真
パ
ネ
ル
で
紹
介
し
て
い

る
。

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
は
、
眺
望
の
良

い
テ
ラ
ス
の
ほ
か
、
野
生
動
物
の
特

徴
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
タ
ッ
チ
パ

ネ
ル
を
新
設
。
さ
ら
に
、
映
像
や
展

示
パ
ネ
ル
を
一
新
し
、
霧
ヶ
峰
の
魅

力
を
体
感
で
き
る
施
設
に
生
ま
れ
変

わ
っ
た
。

　
春
の
開
館
に
合
わ
せ
、
館
内
を
回

っ
て
ス
タ
ン
プ
を
押
す
と
、
霧
ヶ
峰

を
代
表
す
る
花
や
生
き
も
の
の
イ
ラ

ス
ト
が
現
れ
る
重
ね
捺お

し
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
を
企
画
。
シ
ヤ
チ
ハ
タ
株
式

会
社
が
制
作
し
話
題
と
な
っ
た
版
画

的
な
ス
タ
ン
プ
で
、
同
社
に
制
作
を

依
頼
し
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し

め
る
よ
う
工
夫
を
凝
ら
し
た
。

　
開
館
期
間
は
４
月

日
～

月


日
。
入
館
無
料
。
☎
０
２
６
６
（
５

３
）
６
４
５
６
。


